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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，石油連盟（PAJ）から，工業標準原案を具し

て日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定し

た日本工業規格である。これによって，JIS K 2249:1995 は廃止され，その一部を分割して制定したこの規

格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

JIS K 2249 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS K 2249-1 第 1 部：振動法 

JIS K 2249-2 第 2 部：浮ひょう法 

JIS K 2249-3 第 3 部：ピクノメータ法 

JIS K 2249-4 第 4 部：密度・質量・容量換算表 
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日本工業規格          JIS 
 K 2249-2：2011 
 

原油及び石油製品－密度の求め方－ 
第 2 部：浮ひょう法 

Crude petroleum and petroleum products-Determination of density- 
Part 2: Hydrometer method 

 

序文 

この規格は，1998 年に第 3 版として発行された ISO 3675 を基に，国内の実情に合わせるため，技術的

内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で側線又は点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。

変更の一覧表にその説明を付けて，附属書 JD に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，15 ℃における原油及び石油製品の密度をガラス製の浮ひょうを用いて求める方法について

規定する。適用できる試料は，JIS K 2258-1 又は JIS K 2258-2 によって求める蒸気圧が 100 kPa 以下の原

油，液状石油製品及び石油製品と非石油製品との均質な液状混合物である。 

この規格は，流動性のある透明な液体の密度を測定するのに適しているが，粘ちょう性の液体の場合に

は，温度調節のため，適切な液槽を用いて室温以上の温度で測定することができ，不透明な液体の場合に

は，メニスカスの上縁が浮ひょうのけい部に接するところの浮ひょうの目盛の読みを表 1 のメニスカスの

補正を用いて補正することによって測定できる。 

浮ひょうは，特定の温度で正しい読みを示すように校正されているので，他の温度で読み取った値は，

単に浮ひょうの読取値であって，その温度における密度の値を示してはいない。 

注記 1 水分及び沈着物を含む揮発性でワックス分の多い原油に対して，この規格を適用した場合，

密度の正確さは，箇条 13 に規定する精度よりも劣る可能性がある。それは，試料をかくはん

するとき軽質分が失われるからである。しかし，試料のかくはん操作そのものは，試料を均

一化するために必要である。このような軽質分の損失を減らすための手法については，箇条

7 に述べてある。 

注記 2 石油類の密度表示では，密度の代わりに API 度又は比重での表示が求められる場合があるが，

15 ℃の密度の値から相当する API 度又は比重への換算方法として，JIS K 2249-4 の附属書

JA［原油及び石油製品の密度（15 ℃），API 度及び比重 60/60 °F の相互換算方法］がある。 

注記 3 この規格群には，附属書 JB に示す試験方法がある。 

注記 4 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

ISO 3675:1998，Crude petroleum and liquid petroleum products－Laboratory determination of 

density－Hydrometer method（MOD） 

なお，対応の程度を表す記号“MOD”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“修正している”


